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あらまし：本研究では，eテスティングの中でも適応型テストシステムの研究に関して文献調査を行い，

能力評価だけでなく学習支援システムとしての応用可能性と課題を考察した．テストレットやネットワ

ーク型モデルを用いた適応型テストによって，学習者の行き詰まりを解消し，学習支援システムとして

利用できる可能性があることがわかった．一方で，信頼性や妥当性の高いテスト問題を大量に準備する

ことや，教授者がネットワークモデルを仮定することの困難さといった課題があげられた． 
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1. はじめに 

近年の e ラーニングおいて，学習履歴や学習成果

物（e ポートフォリオ）に基づく自己評価システム

や，学習者同士の相互評価システムなど，様々な学

習評価システムが利用されている．その一つに，テ

ストや練習問題といった e テスティングがある．e

テスティングの中でも注目されている技術が適応型

テスト（Computerized Adaptive Testing; CAT）である． 

本研究では，適応型テストの研究に関して文献調

査を行い，能力評価だけでなく学習支援システムと

しての応用可能性と課題を考察する． 

 

2. 適応型テスト 

適応型テストとは，受験者の質問項目へのそれま

での回答履歴から逐次的に受験者の能力を推定しな

がら，その能力に最も適した項目をアイテム・バン

クより抽出して出題するというものである（1）．

TOEIC 等をはじめとした近年の一般的な適応型テ

ストでは，項目反応理論（2）（Item Response Theory; 

IRT）を用いることが多い．IRT は確率モデルを用い

るため，膨大な計算が必要であり，コンピュータ技

術の発達に伴い実用化されてきた．古典的テスト理

論と対比して現代テスト理論（3）とも呼ばれる．IRT

を用いると，受験者ごとに異なるテスト問題を自動

生成したうえで，信頼性の高い能力推定ができると

いった利点がある．しかし一般的な IRT を用いた適

応型テストは，テスト問題一問ずつを独立して扱い，

その正誤で能力評価をするため，すべて正答できる

ようになるためにはどうするべきかといった学習の

指針を示すことが難しい．能力評価にとどまらず，

学習支援も目的とするならば，どこで行き詰ったの

かを把握し，行き詰まりを解消するためには何を学

ぶと良いかを学習者へフィードバックすることが重

要となる．そこで本稿では，学習支援に着目して近

年の適応型テストの動向を調査した． 

 

3. 調査方法 

日本国内の論文情報データベース“CiNii”を中心

に検索を行った．さらに引用文献も含め，内容を閲

覧できた文献について，採用している原理の観点で

分類を試みた． 

 

4. 調査結果 

CiNii では，2000 年以降の適応型テストに関する

研究として 20 件見つかった．そのうち，基本的な

IRT を用いた開発研究や，IRT のより効率的な手法

を提案する研究が 16件あった．学習支援も狙った研

究としては，CiNii 以外で検索したものも含めると次

のものがあった． 

4.1 テストレットを用いた適応型テスト 

IRT はテスト問題を一問ずつ独立した項目として

扱うが，複数のテスト問題を意味のある項目の束と

して扱うのがテストレットである（1）．大森・繁桝の

研究（4）（5）（6）では，複数の小問で構成される「大問」

をテストレットとしてまとめた．この「大問」はそ

のまま「学習分野」に置き換えることが可能であり，

どの分野で躓いているかを判定することができる． 

4.2 ネットワーク型モデルを用いた適応型テスト 

項目間の関係性をネットワークモデルとして仮定

し，適応型テストに応用した研究がいくつかある． 

古いものでは，ベイジアン・ネットワークを用い

た研究（7）や，意味ネットワークを用いた研究（8）が

ある． 

近年の研究としては，より効率よく能力推定する

手法として，ベイジアン・ネットワーク‐IRT（9）が

提案されている． 

また，前項の大森・繁桝の研究では，テストレッ

トに加えて，テスト項目間の従属関係を，ベイジア
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ン・ネットワークを用いてモデル化したグラフィカ

ルテストレットモデルを提案している．まず大問間

の従属関係をネットワーク構造で表現し，さらに大

問に含まれる小問間の従属関係をネットワーク構造

で表現するという 2階層構造になっている．  

さらに，ネットワークモデルの特殊かつ単純な構

造であるツリーモデルを用いた適応型テストもある．

ツリーモデルとは，一つの親要素から，複数の子要

素が枝分かれした構造である．このツリーモデルと

バグルール（学習者がもつ誤概念）を用いた適応型

テスト（10）や，ツリーモデルのカリキュラムと IRT

を用いた適応型テスト（11）などが提案されている． 

以上のようなネットワーク型モデルを用いた適応

型テストでは，いくつかの問題で誤答したとき，ま

ずは最も下位（前提条件）に位置する問題を解ける

ように練習を促すといったフィードバックも可能で

あり，学習支援システムとして利用できると考えら

れる． 

 

5. 課題の考察 

1 点目に適応型テスト全般の課題として，信頼性

や妥当性の高いテスト問題を大量に準備することの

煩雑さがあげられる．解決策として，既存の e ラー

ニングコンテンツから問題を自動生成する手法（12）

や，協調学習環境において学習者自身が問題を作成

する方法（13）などが考えられる．しかし教授者であ

ってもテスト問題の作成は容易ではない中，システ

ムによる自動化や学習者による作問によって，本当

に良問が用意できるのか疑問である．単純な暗記で

はなく，ルールや概念を用いて問題解決をするよう

な知的技能のテスト問題を作成する際は，なおさら

困難だと言えよう． 

2 点目にテストレットやネットワークモデルを用

いた適応型テストの課題として，事前に複数のテス

ト問題を意味のあるカテゴリにまとめたり，ネット

ワークモデルを作成したりすることの難しさが考え

られる．教授者がテストレットやネットワーク型モ

デルを作成する場合の作成支援や，システムによる

自動化が今後の課題となるだろう． 

3 点目の課題として，テストレットやネットワー

ク型モデルを用いた適応型テストは，手法の提案や

シミュレーションによる評価はあるものの，汎用的

なシステムとしての開発研究が見当たらなかった．

今後，汎用的なシステム開発と，実践での評価実験

が望まれる． 

 

6. おわりに 

本研究では，e テスティングの中でも適応型テス

トの研究に関して文献調査を行い，能力評価だけで

なく学習支援システムとしての応用可能性と課題を

考察した． 

筆者らが開発している課題分析図に基づく適応型

事前・事後テスト（14）は，ネットワーク型モデルを

用いた適応型テストに位置づけられる．テスト後に

成績に応じて色分けされた課題分析図を学習者にフ

ィードバックすることで，学習者自身が躓いた箇所

を把握し，何を学ぶ必要があるかを理解できること

を狙った．教授者への支援としては，テスト問題作

成時に問題作成ガイドラインを組み込むことで，テ

スト問題自体の質を確保したいと考えている．また，

GUI を用いた課題分析図作成支援ツール（15）と連携

することで，教授者はシステム側からの作図のアド

バイスを得ながら，学習分野の設定と，分野間の構

造図を作成できる．さらに， LMS（ Learning 

Management System）のモジュールとして実装するこ

とで，汎用的に利用できることを目指している． 
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